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「みどりがおか」 令和５年10月31日（火）

第12号（文責：安藤真二）

「そうなんだ」

最近、歩数が少ない日が続いた。そのた

め、朝の時間に散歩してみることにした。

朝５時１０分過ぎの周辺の様子、まだ夜

明けには時間がかかるころ。

なんと、５時過ぎに、学校に向かう中学

生？それとも高校生？部活動の朝練習？に

しては早すぎはしないか？それとも自転車

に乗って駅まで行き、そのあと電車で宮﨑

の学校まで行くのかな？

（雑草の中で咲く 宮崎市柏原 2023.9.24）

住宅地の周辺にわずかに残る田んぼ。そ

の周辺を歩いていると、聞こえる、聞こえ

る。たくさんのコオロギが鳴いているでは

ないか。日中は暑いのに、もう秋がやって

きているのだ。

（ハギの花 宮崎市跡江 2023.9.24）

上の萩の花は、生目の杜運動公園の近く

の道で見つけたもの。秋の七草、見事な咲

きっぷりだ。

歩いていたら、正面から近づく人影…。

「おはようございます」それは、小型の犬

２匹を連れて散歩される女性だった。暗が

りだったので、自分よりも先輩かどうかは

暗くてわからなかった。

（ペンタス 川南 SA 2023.9.23）

さらに足を進めると、朝の５時半前とい

うのに、もう仕事を始めている方を発見。

駐車場の鎖を外しておられる。開店の準備

だろう。この店は朝早くからお客さんをた

くさん見かける大型店。

この方、年齢不詳。だが足取りを見てい

ると、自分より先輩に見える。自分も他の

人から、年齢相応に見られているのだろう。

（夜明け前 延岡市出北 2023.9.27 5:32am）

そんなことを考えているうちに、だん

だんと夜が明けてきた。上の写真のような

風景が、数分も立たないうちに大きく変化

していく。地球の朝は、このようにして毎

日が始まる。そうなんだなぁ！


